
市 議 会 だ よ り 第２４０号（3） 2019年（令和元年）11月９日

　９月定例会では、８つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の

名称、発言順及び発言時間は次のとおりです。

　公明党（174 分）、創生市川（156 分）、日本共産党（120 分）、緑風会第１（102

分）、自由民主党（102 分）、緑風会第２（84 分）、市民の声を届ける会（84 分）、

無所属の会（138 分）

創

生

市

川

金
子
　
　
正

国
松
ひ
ろ
き

石
原
た
か
ゆ
き

稲
葉
　
健
二

加〔
総
括
質
問
者
〕

藤
　
武
央

松
永
　
修
巳

岩
井
　
清
郎

公

明

党

西
村
　
　
敦

久
保
川
隆
志

小〔
補
足
質
問
者
〕

山
田
直
人

浅
野
　
さ
ち

中
村
よ
し
お

宮
本
　
　
均

大
場
　
　
諭

堀〔
総
括
質
問
者
〕

越
　
　
優

月
定
例
会
中
で
は
約
５
カ
月
の

延
期
に
な
る
見
込
み
が
議
会
側

に
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
わ
ず

か
２
カ
月
で
の
方
針
変
更
に
は

疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

改
め
て
、
方
針
変
更
に
至
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答　
平
成
31
年
４
月
の
村
越
市

長
の
就
任
以
降
、
新
第
１
庁
舎

に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
を
す
る

し
、
６
月
定
例
会
で
の
見
直
し

を
求
め
る
決
議
案
の
可
決
後
も
、

適
正
な
予
算
執
行
で
あ
り
計
画

を
粛
々
と
進
め
て
い
き
た
い
と

述
べ
た
。
そ
の
後
、
市
長
は
２

台
目
の
導
入
を
保
留
と
し
、
現

行
車
両
の
リ
ー
ス
料
と
の
差
額

を
給
与
の
減
額
で
充
当
す
る
と

復
興
や
立
地
条
件
等
を
理
由
に

提
出
し
た
が
、
県
か
ら
は
、
本

市
が
ル
ー
ト
外
と
な
る
旨
が
公

表
さ
れ
、
今
後
ル
ー
ト
変
更
の

予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
他
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
当
た

り
県
で
は
各
市
町
村
で
採
火
さ

れ
た
火
を
集
め
て
聖
火
と
す
る

集
火
式
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
本
市
も
採
火
式
を
行
っ
て

機
運
醸
成
を
図
り
た
い
。

る
。
計
画
に
は
東
国
分
中
も
同

時
期
に
統
合
と
あ
る
が
、
稲
越

小
に
代
わ
る
小
学
校
と
東
国
分

中
と
で
小
中
の
義
務
教
育
学
校

と
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
地
域
住
民
も
望
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
３
校
の
統
合
に
関

す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
小
中
学
校
の
規
模
や
配
置

に
関
す
る
市
の
方
針
で
は
、
中

学
校
区
を
単
位
と
し
て
、
小
規

模
校
に
つ
い
て
は
学
校
や
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
統
合
も
検

討
す
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に

基
づ
く
案
と
し
た
。
両
小
学
校

は
共
に
東
国
分
中
を
中
学
校
区

と
し
て
い
る
た
め
同
時
期
の
計

画
と
し
て
い
る
が
、
今
後
、
具

体
的
な
内
容
を
決
め
る
過
程
で

は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に
丁

寧
な
説
明
や
協
議
を
重
ね
、
未

来
を
見
据
え
た
最
適
な
手
法
を

し
た
が
、
今
般
、
給
与
を
減
額

す
る
条
例
案
の
撤
回
と
導
入
し

た
テ
ス
ラ
車
の
契
約
解
除
を
表

明
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
経
緯

に
つ
き
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
今
回
の
テ
ス
ラ
車
導
入
は
、

施
政
方
針
に
掲
げ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
利
活

用
し
た
低
炭
素
社
会
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
姿
勢
を
強
く
打

ち
出
す
た
め
、
現
行
車
両
の
リ

ー
ス
期
間
満
了
を
待
た
ず
に
実

施
し
た
も
の
で
、
当
初
予
算
に

２
台
分
の
調
達
経
費
約
２
９
０

万
円
を
計
上
し
た
。
市
長
個
人

が
自
ら
の
金
銭
を
市
に
支
払
う

行
為
は
公
職
選
挙
法
が
禁
ず
る

寄
附
行
為
に
当
た
る
と
理
解
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
避
け
る

た
め
に
条
例
を
提
案
し
た
。
契

約
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
リ
ー

ス
会
社
の
売
却
手
続
き
が
調
っ

先
天
性
聴
覚
障
が
い
の
早
期
発

見
に
有
効
な
新
生
児
聴
覚
検
査

の
実
施
が
非
常
に
重
要
と
な
る

が
、
検
査
を
受
け
る
か
は
任
意

で
あ
る
た
め
、
検
査
を
受
け
な

い
新
生
児
が
い
る
。
新
生
児
聴

覚
検
査
に
関
す
る
本
市
の
現
状

及
び
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

答　
本
市
で
は
、
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
の
際
に
聴
覚
検
査
の

周
知
を
図
る
と
共
に
、
新
生
児

訪
問
指
導
の
際
に
は
受
診
結
果

の
確
認
や
受
診
勧
奨
等
を
行
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
実
施
率
は
全
国
平

均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

先
天
性
聴
覚
障
が
い
を
早
期
に

発
見
し
、
生
後
６
カ
月
ま
で
に

療
育
を
開
始
し
た
場
合
と
そ
う

で
な
い
場
合
と
で
は
、
そ
の
後

の
言
語
発
達
に
有
意
な
差
が
出

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
県
で
は
全
て
の
新
生
児

が
聴
覚
検
査
を
受
診
で
き
る
体

況
を
注
視
し
な
が
ら
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
市
と
し
て
も
、
そ
の
進
捗
状

選
択
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

た
時
点
で
行
う
こ
と
と
な
る
。

両
の
価
格
の
み
に
注
目
が
集
ま

っ
た
。
そ
の
後
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
記
者
会
見
を
行
い
、
市

の
政
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
が
、

そ
れ
で
も
市
民
に
は
十
分
伝
わ

っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
冷
静
に
議
論
す
る
た

め
に
は
車
両
の
価
格
に
対
す
る

負
担
感
を
一
旦
払
拭
し
、
フ
ラ

ッ
ト
な
状
態
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
市
長
の
給
与
の
減

額
条
例
を
提
案
し
た
。

中
で
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

等
の
た
め
、
１
階
か
ら
２
階
の

フ
ロ
ア
中
央
部
に
階
段
を
設
置

す
る
必
要
性
に
つ
い
て
複
数
回

議
論
を
行
っ
た
が
、
予
定
し
て

い
る
令
和
２
年
７
月
下
旬
の
完

成
に
は
間
に
合
わ
な
い
と
の
理

由
か
ら
、
そ
の
時
点
で
は
変
更

を
見
送
る
こ
と
と
し
た
。
し
か

し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
決
定
す

る
最
終
段
階
で
あ
っ
た
元
年
８

月
に
入
り
、
今
後
50
年
以
上
に

わ
た
り
使
用
し
て
い
く
新
第
１

庁
舎
は
、
よ
り
良
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、
今
考

え
ら
れ
る
最
良
の
仕
様
と
す
べ

き
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
改
め

て
当
該
階
段
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
結
果
、
実
施
の

判
断
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

新生児聴覚検査は先天性聴覚障がいの早期発見に有効曽谷小（上左）・稲越小（下）・東国分中（上右）

新
庁
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新
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児

聴
覚
検
査

テ
ス
ラ
車
の

公
用
車
導
入

問　
市
役
所
新
第
１
庁
舎
の
供

用
開
始
時
期
に
つ
い
て
、
令
和

元
年
６
月
定
例
会
中
に
お
い
て

は
２
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月
下

旬
頃
に
な
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
元
年
９

問　
市
長
は
市
長
・
副
市
長
車

と
し
て
リ
ー
ス
中
の
車
両
３
台

が
あ
る
中
で
テ
ス
ラ
社
製
の
電

気
自
動
車
２
台
の
導
入
を
提
案

聖
火
リ
レ
ー

公
共
施
設
個
別
計
画

と
学
校
の
統
合

問　
県
が
公
表
し
た
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
ル
ー

ト
に
つ
い
て
、
災
害
か
ら
の
復

興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
テ

ー
マ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
市
が

ル
ー
ト
か
ら
外
れ
た
の
は
残
念

で
あ
る
。
市
は
船
橋
・
浦
安
の

３
市
長
と
連
名
で
県
に
要
望
書

を
提
出
し
た
と
い
う
が
、
県
の

対
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
市
民
が
参
加
で
き
る
事
業

と
し
て
後
世
に
残
る
よ
う
、
市

独
自
で
の
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
３
市
長
連
名
の
要
望
書
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
害
か
ら
の

問　
市
が
示
し
た
公
共
施
設
個

別
計
画
（
案
）
は
、
令
和
５
～

８
年
度
の
第
２
期
に
曽
谷
小
と

稲
越
小
を
統
合
す
る
と
し
て
い

問　
生
ま
れ
つ
き
両
耳
に
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
新
生
児
は
、
１

０
０
０
人
に
１
人
～
２
人
の
割

合
で
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

出
産
後
の
早
期
発
見
と
早
期
療

育
に
よ
り
、
言
葉
の
発
達
等
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

問　
市
長
・
副
市
長
の
公
用
車

と
し
て
米
国
テ
ス
ラ
社
製
の
電

気
自
動
車
を
導
入
し
た
こ
と
に

対
し
て
市
民
か
ら
多
く
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
令

和
元
年
７
月
17
日
に
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
市
長
の
記
者
会

見
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、

テ
ス
ラ
車
導
入
の
経
緯
、
市
長

の
環
境
政
策
、
本
市
の
将
来
像

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
他
、

市
長
自
身
の
給
与
を
減
額
す
る

意
向
が
示
さ
れ
た
。
実
際
に
９

月
定
例
会
に
は
、
市
長
の
給
与

を
減
額
す
る
条
例
に
関
す
る
議

案
が
議
会
に
送
付
さ
れ
た
が
、

定
例
会
の
開
会
前
に
は
結
局
撤

回
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、

当
初
市
長
の
給
与
を
減
額
し
よ

う
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
が
掲
げ
る
環
境
政
策
の

実
現
に
資
す
る
と
考
え
て
テ
ス

ラ
車
を
導
入
し
た
が
、
マ
ス
コ

ミ
に
よ
る
報
道
が
過
熱
し
、
車


